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資
料
館
で
は
現
在
「
松
尾
城
Ⅲ
」―

市

内
遺
存
資
料―

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
内
に
残
る
「
松
尾
城
」
遺
存
遺
構

も
写
真
パ
ネ
ル
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

遺
存
遺
構
を
い
く
つ
か
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

松
尾
小
学
校
の
校
庭
に
大
き
な
山
も
も

の
木
（
写
真
１
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
山

も
も
は
初
代
松
尾
小
学
校
校
長
平
川
董
の

母
が
、
掛
川
か
ら
の
転
封
時
に
種
子
を
持

参
し
、
松
尾
の
平
川
邸
の
庭
に
ま
い
た
も

の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
一
七
年（
一

九
四
二
）
に
現
在
の
地
に
小
学
校
が
新
築

さ
れ
た
と
き
に
現
在
の
位
置
に
移
植
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
校
庭
に
は
平
川
董
先
生

の
碑
も
あ
り
ま
す
。

　

道
灌
様
の
愛
称
で
知
ら
れ
る
末
廣
神
社

（
写
真
２
）
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
九

月
に
太
田
家
旧
臣
名
波
信
忠
が
東
京
駒

込
の
旧
藩
邸
に
あ
っ
た
社
を
移
築
し
た

も
の
で
す
。
移
築
時
に
一
・
八
メ
ー
ト
ル

の
石
灯
籠
が
一
基
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
尾
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
裏
手
に

猿
尾
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
基
に

祠
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
（
写
真
３
）
こ
の

祠
は
「
松
尾
幸
魂
大
神
」
と
称
し
、
松
尾

藩
士
矢
部
潤
文
が
藩
主
の
御
住
居
（
現
在

の
松
尾
中
学
校
）
建
築
時
に
古
墳
の
石
棺
・

刀
剣
・
人
骨
等
が
見
つ
か
り
、
藩
主
資
美

の
命
に
よ
り
古
墳
の
墳
頂
に
埋
納
し
た

と
、
大
正
八
年
発
行
の
千
葉
県
誌
下
巻

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

御

住

居

建

設

時
に
は
五
基
ほ

ど

の
古
墳
が
現

存
し
て
い
た
よ
う

で
す
。

　

松
尾
教
習
所
周

辺
に
は
土
塁
や
土

塁
と
し
て
転
用
さ

れ
た
古
墳
が
見
ら

れ
ま
す
。（
写
真
４
・

５
）

　

こ
の
よ
う
に
現

在
も
多
く
の
遺
構

が
見
ら
れ
ま
す
。

是
非
一
度
ご
見
学

く
だ
さ
い
。
ま
た
、

３
月
28
日

ま
で

資
料
館
で
展
示
し

て
い
ま
す
。
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年
の
瀬
を
越
さ
ば
傘
寿
の
瀬
に
入
り
ぬ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

政
子

小
春
日
や
白
よ
り
白
し
蔵
づ
く
り　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

家
英

木
枯
や
遮
断
機
下
り
ぬ
足
踏
み
す　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
栄
子

冬
帽
を
小
脇
に
仏
拝
み
け
り　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
下
ま
さ
る

方
言
に
と
ま
ど
う
雪
国
旅
の
里　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
鬼
シ
ヅ
エ

一
芸
に
秀
い
で
て
沸
か
す
忘
年
会　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
き
ぬ
子

面
映
ゆ
し
米
寿
の
宴
小
春
の
日　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　

文
子

葉
な
き
枝
米
粒
ほ
ど
の
冬
芽
抱
く　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

並
木　

登
志

わ
が
歩
幅
あ
わ
せ
２
歩
む
紅
葉
狩
り　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
原　

美
雪

車
椅
子
絵
筆
の
さ
き
の
寒
椿　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

錦
湖

俳
句
ひ
ま
わ
り　

千
葉
支
部

お  

す
ま  

い

ほ
こ
ら

た
だ
す
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